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3
第13回 認知神経科学会学術集会特別講演

Neural networks and cognition:an evolutionary perspectiveシ ンポジウム

比較解剖学は認知神 経科学 にどの ように貢献するか

開催日
企画班

共 催
企画者

講演者

2008年7月13日

全 体

認知 神経科学会

渡辺 茂

Michel A.Hofman(Netherlands Institute for Neuroscience),

山 本 直之(名 古 屋大学)、 池 田譲(琉 球大学)、 伊 澤栄一(本 拠点脳 と進化班)

 去る7月13日 、第13回 認知神経科学会学術集会

(於:東 京大学武田ホール)に て行われた、人文

グローバルCOEの 招聰によるMichel A. Hofman

氏(オ ラ ンダ神 経科 学研 究所)の 特 別 講演
"N
eural networks and cognition:an evolutionary

perspective"と 、脳 と進化班 の企画によるシン

ポ ジウム"比 較解剖学は認知神経科 学にどの よ

うに貢献するか"に ついて報告する。Hofman氏

は、大脳皮質の配線様式が もたらす情報処理の利

点と限界について講演された。大脳皮質には6層

の"高 さ制限"が あるため、領野間連絡は水平方

向に限 られる。層内の水平軸索のみによる非効率

伝達を避ける上で、皮質の嫉は、領野間距離を縮

め、類似モジュール間の伝達効率化 をもたらすデ

ザインといえる。また、高次認知の基盤 となる長

距離領野間の連絡 は白質 ・灰 白質を経 由す るが、

機能向上のためのモジュール増加が、経由地であ

る白質/灰 白質の体積 を"べ き乗"で 増加 させる

というジレンマを引 き起 こすため、モジュール数

と脳容量に限界があること示された。続 くシンポ

ジウム(オ ーガナイザー 渡辺茂)で は、伊澤栄

一(人 文グローバルCOE) 、山本直之(名 古屋大

学)、 池田譲(琉 球大学)ら が、カラス、魚、イ

カの脳構造 と社会認知について話題提供 した。伊

澤は、脳 と進化班の一環であるカラス研究の成果

として、脳 の比較計測による連合領域の顕著な発

達 と、野外施設で見出した群れ構造の複雑さにつ

いて講演 した。山本氏は、魚類の性転換行動や観

察学習 とい う社会行動を冒頭で紹介 し、真骨魚類

の終脳 には、匂いだけではな く視覚や側線感覚な

どの感覚情報が終末 しているデータを示 され、魚

類終脳における認知機能解析の必要性 を述べ られ

た。池田氏は、脊椎動物とは全 く違うデザインを

持つ頭足類イカの脳の構造 を紹介 され、鏡映像課

題でみ られた社会行動 と群れ状態における個体間

相互作用のデータを示 され、イカにおける社会行

動 と脳発達の関係について述べ られた。シンポジ

ウムは、期せずして非哺乳類における社会行動と

脳 という話題でリンクし、活発な会場か らの質問

はもちろん、演者間においても人文グローバル

COEを 核 とした研究交流の可能性 を探 るよい機

会 となった。

                 (伊澤栄一)
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